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株式会社かんぽ生命保険（東京都千代田区、取締役兼代表執行役社長 大西徹、以下「か

んぽ生命」）は、一般社団法人インパクトマネジメント実践機構（Asia Institute for Impact 

Management Practice、東京都渋谷区、代表理事 須藤奈応、以下「AIIM」）に、2026年６

月４日付で、国内の生命保険会社では初めてスポンサーとして参画しました。 

 

 AIIMは、アジアにおけるインパクトマネジメントの「知と実践の橋渡し」を担う専門組

織として、2026年４月に設立されました。北米・欧州・アジアなどでインパクト投資（※）

やインパクト測定・マネジメント（Impact Measurement and Management、以下「IMM」）

の実践支援や研修事業、投資家ネットワークの形成などを行うイニシアチブである Impact 

Frontiers（米国マサチューセッツ州ボストン、エグゼクティブディレクター Mike 

McCreless）と連携し、国際標準の IMMに関する知見を、日本およびアジアの実務に即した

形で広げていくことを目指しています。 

 

 かんぽ生命は、資産運用において、持続可能な社会の実現と長期的な投資成果の向上を

目指し、すべてのステークホルダーのみなさまに対する社会的責任を果たす観点から、独

自の投資フレームワーク「インパクト“K”プロジェクト」を推進しています。社会課題の

解決に向けた意図や成果を的確に捉え、実務に活かしていくことが重要であると考え、AIIM

の設立趣旨に賛同し、スポンサー参画に至りました。 

 

今後、かんぽ生命は、国内外の投資家との知見共有や対話を通じて、IMMに関する理解を

さらに深め、当社のインパクト投資の実践に活かしていきます。 

 
（※）財務的リターンと並行して、ポジティブで測定可能な社会的・環境的インパクトを生み出すことを意

図する投資行動 

 

 

＜一般社団法人インパクトマネジメント実践機構（AIIM）について＞ 

2026 年４月に設立された、アジアにおけるインパクトマ

ネジメントの「知と実践の橋渡し」を担う専門組織です。

Impact Frontiersの知見・プログラムを基盤として、IMMの

国際的な知見を日本・アジアの文脈に即して「翻訳」し、実

務へ提供しており、実践知の往復を通じて投資家や事業会

社の意思決定の高度化に貢献しています。 
 
 Impact Frontiers と戦略的連携のもと、アジアにおけるインパクトマネジメント実践を推進する AIIM

を設立（2026/６/19） 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000005.000184607.html 

 

一般社団法人インパクトマネジメント実践機構（AIIM）に 

国内生保初のスポンサー参画 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000005.000184607.html


 

 

＜インパクト“K”プロジェクトについて＞ 

 かんぽ生命が、インパクト志向の投融資を拡大するため、

2022 年に立ち上げた独自のインパクト投資フレームワーク

です。 

 本プロジェクトでは、実現したい未来の社会およびそれに

つながる社会課題解決に向け、一定の条件を満たした実効性

のある投資案件を認証・管理しています。 
 
 かんぽ生命 サステナブル投資方針 

https://www.jp-life.japanpost.jp/aboutus/sustainability/esg/policy.html 

 

 かんぽ生命 責任投資レポート 2025 

【日本語版】 
https://www.jp-life.japanpost.jp/aboutus/company/assets/pdf/sekinintoushi2025.pdf 

【英語版】 
https://www.jp-life.japanpost.jp/english/aboutus/sustainability/assets/pdf/stewardship_taio_2025.pdf 
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